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（１）　　　　　　　令和３年９月10日 ［部内資料］　　　　　　　　　（第６９号）大 阪 府 医 師 政 治 連 盟 ニ ュ ー ス

府医政連　定例委員会を開催
加
入
率
の
減
少
を
憂
慮

医
療
現
場
の
声
を
政
治
に
届
け
る
活
動
が
急
務

　

岡
原
猛
委
員
（
堺
支

部
）
が
議
長
を
務
め
、
は

じ
め
に
茂
松
茂
人
委
員
長

が
あ
い
さ
つ
。
各
委
員
に

日
頃
の
医
政
活
動
に
謝
意

を
表
し
た
。
ま
た
、
政
治

情
勢
の
報
告
と
し
て
、
７

月
４
日
に
実
施
さ
れ
た
東

京
都
議
会
議
員
選
挙
に
お

い
て
自
公
が
過
半
数
に
達

し
な
か
っ
た
点
に
言
及
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
在

り
方
が
主
要
テ
ー
マ
と
な

り
、「
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト

が
力
を
盛
り
返
し
た
こ
と

が
大
き
い
」
と
の
見
方
を

示
し
た
。
そ
の
上
で
、
小

池
百
合
子
知
事
の
力
量
を

再
評
価
す
る
と
と
も
に
、

立
憲
民
主
党
な
ど
の
議
席

増
を
指
摘
。
自
民
、
公
明

の
力
が
少
し
落
ち
て
い
る

と
の
印
象
を
語
り
、「
今

の
菅
義
偉
首
相
を
初
め
と

す
る
官
邸
の
動
き
が
、
国

民
か
ら
理
解
さ
れ
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
」
と
述

べ
た
。
そ
の
上
で
、
今
後

の
選
挙
は
厳
し
い
状
況
が

続
く
と
見
通
し
た
。
一
方

で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
結
果
で
評

価
も
変
わ
る
と
し
、
そ
れ

が
総
裁
選
・
衆
議
院
選
挙

へ
と
つ
な
が
る
と
加
え

た
。大

阪
の
医
療
を

大
阪
の
医
療
を

守
る
た
め
に

守
る
た
め
に

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
で
は
、
吉
村

洋
文
知
事
と
連
携
を
深
め

て
進
め
る
必
要
が
あ
る
と

発
言
。
大
阪
の
政
治
情
勢

は
「
大
阪
維
新
の
会
」
の

力
が
強
く
、
選
挙
で
は
自

民
党
議
員
が
苦
戦
を
強
い

ら
れ
て
お
り
、
今
秋
実
施

さ
れ
る
衆
議
院
議
員
選
挙

に
お
い
て
も
「
自
民
党
、

公
明
党
は
苦
し
い
戦
い
に

な
る
の
で
は
な
い
か
」
と

胸
の
内
を
明
か
し
た
。
ま

た
、
来
年
実
施
さ
れ
る
参

議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て

は
、
自
見
は
な
こ
議
員
、

松
川
る
い
議
員
の
推
薦
を

報
告
。
し
か
し
な
が
ら
、

現
状
を
踏
ま
え
る
と
「
予

断
を
許
さ
な
い
状
況
」
と

の
見
方
を
示
し
た
。

　

茂
松
委
員
長
は
、
医
療

を
守
る
た
め
に
は
、
政
治

の
力
を
借
り
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
声
を
強
め
、

「
先
生
方
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
政
権
与
党
を
推
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と

主
張
。
府
医
政
連
で
し
っ

か
り
議
論
し
な
が
ら
活
動

　

大
阪
府
医
師
政
治
連
盟
（
府
医
政
連
）
は
７
月
15

日
午
後
、
大
阪
府
医
師
会
館
で
第
１
０
６
回
定
例
委

員
会
を
開
催
。
令
和
３
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
予
算

な
ど
が
承
認
さ
れ
た
。

茂松委員長

挙手多数で議事が承認された新型コロナ対策を中心に意見交換

を
続
け
る
と
し
た
。
そ
し

て
、
診
療
報
酬
体
系
や
社

会
保
障
制
度
改
革
、
医
業

税
制
と
い
っ
た
問
題
は
、

「
特
に
政
治
の
力
が
重

要
」
と
強
調
。
政
治
活
動

へ
の
理
解
を
求
め
た
。
更

に
、
一
人
ひ
と
り
が
診
療

に
尽
力
し
な
が
ら
、
国

民
、
府
民
の
信
頼
を
得
る

こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
一

層
の
協
力
を
願
い
た
い
と

結
ん
だ
。

　

引
き
続
き
、
栗
山
隆
信

執
行
委
員
が
令
和
２
年
度

府
医
政
連
事
業
を
報
告
。

▽
第
26
回
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
対
策
▽
府
内
市
町

村
の
首
長
選
挙
▽
府
医
定

例
代
議
員
会
・
十
四
大
都

市
医
師
会
連
絡
協
議
会
等

の
決
議
文
送
付
▽
公
明
党

大
阪
府
本
部
と
の
政
策
要

望
懇
談
会
―
―
な
ど
を
説

明
し
た
。
次
い
で
、
大
平

真
司
会
計
責
任
者
職
務
代

行
者
が
、
２
年
度
会
費
収

納
状
況
を
報
告
し
た
。

　

続
く
議
事
で
は
、
大
平

会
計
責
任
者
職
務
代
行
者

が
、
元
年
度
府
医
政
連
歳

入
歳
出
決
算
、
３
年
度
府

医
政
連
会
費
賦
課
徴
収
・

同
歳
入
歳
出
予
算
を
説

明
。
あ
わ
せ
て
、
栗
山
執

行
委
員
が
３
年
度
府
医
政

連
事
業
計
画
を
提
案
し
、

挙
手
多
数
で
承
認
さ
れ

た
。

　

閉
会
に
際
し
て
茂
松
委

員
長
は
、
医
療
界
の
置
か

れ
て
い
る
立
場
は
非
常
に

厳
し
い
と
前
置
き
。
府
医

政
連
の
加
入
率
は
、
51
・

４
％
で
あ
る
が
毎
年
減
少

し
て
お
り
、
政
治
力
の
低

下
を
懸
念
し
た
。
そ
し

て
、「
医
療
だ
け
を
し
て

い
れ
ば
よ
い
状
況
で
は
な

い
」
と
の
思
い
を
吐
露
。

「
医
政
な
く
し
て
医
療
な

し
」
と
呼
び
か
け
、
今
後

も
組
織
強
化
に
力
を
入
れ

た
い
と
力
説
。
府
医
政
連

へ
の
活
動
に
更
な
る
協
力

を
促
し
た
。

大阪府医師政治連盟 第106回定例委員会
次第

１．開会
２．委員長挨拶
３．報告
（１）令和２年度大阪府医師政治連盟事業報告の件
（２）令和２年度会費収納状況報告の件
４．議事
第１号議案　令和元年度府医政連歳入歳出決算に関し承認を求める件
第２号議案　令和３年度府医政連事業計画に関する件
第３号議案　令和３年度府医政連会費賦課徴収に関する件
第４号議案　令和３年度府医政連歳入歳出予算に関する件
５．閉会

公明党大阪府本部との政策要望懇談会
国民の安心につながる政策求める

　

大
阪
府
医
師
政
治
連
盟

は
７
月
９
日
午
後
、
公
明

党
大
阪
府
本
部
を
訪
れ
、

「
政
策
要
望
懇
談
会
」
を

実
施
。
茂
松
茂
人
委
員

長
、
中
尾
正
俊
・
高
井
康

之
・
加
納
康
至
各
副
委
員

長
、
栗
山
隆
信
執
行
委
員

が
同
党
議
員
と
意
見
を
交

わ
し
た
。

　

懇
談
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収

束
が
見
通
せ
な
い
中
、
国

民
の
不
安
を
解
消
す
る
取

り
組
み
が
不
可
欠
だ
と
確

認
。
府
医
政
連
か
ら
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し

て
、
▽
既
存
の
公
立
・
公

的
病
院
の
感
染
症
専
門
病

院
化
▽
深
刻
な
影
響
を
受

け
て
い
る
医
療
機
関
へ
の

財
政
的
支
援
継
続
▽
症
状

軽
快
後
の
後
方
医
療
体
制

拡
充
―
―
な
ど
を
要
望
。

あ
わ
せ
て
、
社
会
保
障
の

充
実
こ
そ
が
国
民
の
安
心

に
つ
な
が
る
と
し
て
、
十

分
な
社
会
保
障
財
源
の
確

保
を
求
め
た
。



（第６９号）　　　　　　　　　［部内資料］ 令和３年９月10日　　　　　　　（２）大 阪 府 医 師 政 治 連 盟 ニ ュ ー ス

　

茂
松
茂
人
委
員
長
を
は

じ
め
、
大
阪
府
医
師
政
治

連
盟
の
先
生
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
温

か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ま
た
こ
の
度
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
や
発
熱
外
来
を

含
む
医
療
・
検
査
提
供
体

制
、
保
健
所
支
援
な
ど
、

様
々
な
方
面
で
の
先
生
方

の
獅
子
奮
迅
の
お
働
き
で

府
民
の
健
康
を
守
っ
て
い

た
だ
き
心
か
ら
感
謝
い
た

し
ま
す
。

　

本
稿
を
執
筆
中
の
８
月

20
日
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
が

全
国
で
急
速
に
拡
大
し
て

お
り
、
大
阪
府
を
含
む
６

都
府
県
に
適
用
さ
れ
て
い

る
緊
急
事
態
宣
言
の
延
長

が
決
ま
る
と
と
も
に
、
新

た
に
茨
城
、栃
木
、群
馬
、

静
岡
、
京
都
、
兵
庫
、
福

岡
の
７
府
県
へ
の
追
加
が

決
ま
る
な
ど
、
全
国
で
医

療
提
供
体
制
に
大
き
な
負

担
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

大
阪
府
で
は
、
本
年
４

月
に
既
に
大
き
な
波
を
経

験
し
て
お
り
、
そ
の
際
に

も
感
染
者
本
人
が
健
康
状

態
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

か
ら
入
力
す
るM
y HER-

SYS

を
活
用
し
、
在
宅
療

養
に
お
い
て
健
康
状
態
の

迅
速
な
把
握
と
適
切
な
対

応
へ
つ
な
げ
る
な
ど
強
力

に
取
り
組
み
を
進
め
て
く

だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
新
た
に
デ
ル
タ

株
の
流
行
と
い
う
事
態
を

迎
え
て
い
ま
す
。
デ
ル
タ

株
は
、
米
国
Ｃ
Ｄ
Ｃ
の
報

告
書
で
水
痘
な
み
の
感
染

力
を
持
つ
と
さ
れ
、
感
染

拡
大
地
域
で
は
、
中
等
症

の
患
者
も
入
院
で
き
な
い

事
態
が
起
き
て
お
り
ま
す

が
、
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
感

染
に
よ
る
医
療
従
事
者
の

感
染
も
増
え
て
お
り
、
医

療
現
場
や
介
護
施
設
等
で

も
院
内
感
染
、
施
設
内
感

染
に
更
に
警
戒
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、

現
下
の
急
速
な
感
染
拡
大

に
対
応
す
る
た
め
酸
素
投

与
が
必
要
な
在
宅
療
養
者

向
け
の
酸
素
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
整
備
や
、
医
療
機
関

以
外
で
も
抗
体
カ
ク
テ
ル

療
法
を
集
中
的
に
実
施
で

き
る
体
制
の
整
備
も
喫
緊

の
課
題
で
す
。

　

全
世
代
へ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
一
定
程
度
ま
で
行

き
渡
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
場
合
で
言
う
タ
ミ
フ

ル
の
よ
う
な
経
口
治
療
薬

が
世
に
出
る
ま
で
に
は
、

ま
だ
数
カ
月
が
か
か
り
ま

す
。
そ
の
間
、
そ
れ
ぞ
れ

が
感
染
対
策
を
徹
底
し
、

自
分
の
命
を
守
る
行
動
を

取
る
よ
う
呼
び
か
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
に
係
る
診

療
報
酬
の
特
例
も
９
月
末

に
区
切
り
を
迎
え
ま
す

が
、
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
対

応
や
非
コ
ロ
ナ
対
応
部
分

の
医
療
機
関
の
安
定
的
な

運
営
が
図
ら
れ
る
よ
う
全

力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
非
常
時
こ

そ
、
先
生
方
の
お
声
を
国

に
届
け
る
役
割
の
重
要
性

を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
程
、
心
よ
り
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

新型コロナウイルスによる非常事態
現場の声を国に届ける重要性を痛感

は
、
特
に
政
治
に
負
う
と

こ
ろ
が
極
め
て
大
き
く
、

政
治
と
の
関
わ
り
な
し
に

医
療
制
度
の
改
善
を
成
し

遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
か
ら
、
日
本
医
師
連

盟
と
の
連
携
に
よ
り
、
国

民
皆
保
険
制
度
を
堅
持

し
、
国
民
の
命
と
健
康
を

守
る
立
場
か
ら
安
全
で
安

心
で
き
る
医
療
政
策
の
提

言
を
行
い
、
地
域
医
療
を

守
る
た
め
様
々
な
活
動
を

展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
ご
寄
稿
い
た
だ
き

ま
し
た
自
見
は
な
こ
議

員
、
松
川
る
い
議
員
と
も

力
を
合
わ
せ
、
適
切
な
医

療
提
供
体
制
の
構
築
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
連
盟
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

医
政
連
活
動
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
あ
ら
た
め
て
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

し
、
大
阪
府
医
師
政
治
連

盟
会
員
相
互
の
連
携
・
協

調
の
下
、
大
阪
府
医
師
会

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

に
必
要
な
政
治
活
動
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
す
る
」

と
さ
れ
て
お
り
、
政
治
団

体
と
し
て
設
置
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

日
本
の
医
療
に
つ
い
て

　

大
阪
府
医
師
政
治
連
盟

委
員
長
の
茂
松
茂
人
で

す
。

　

大
阪
府
医
師
政
治
連
盟

は
、
規
約
第
１
条
に
お
い

て
、「
本
連
盟
は
、
大
阪

府
医
師
政
治
連
盟
と
称

国
民
皆
保
険
制
度
を
堅
持
す
る

大
阪
府
医
師
政
治
連
盟 

委
員
長

 

茂
松　

茂
人

自
国
を
自
分
で
守
り
抜
く

 

意
思
と
能
力
を

脱
・
平
時
思
考

 

参
議
院
議
員　

松
川　

る
い

　

茂
松
茂
人
委
員
長
は
じ

め
大
阪
府
医
師
政
治
連
盟

の
先
生
方
に
は
、
ご
尽
力

い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
さ
て
、「
９
・

11
」
か
ら
20
年
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
事
態
は
、
米

中
対
立
に
も
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
が
あ
る
。
ア
フ

ガ
ン
と
他
地
域
を
同
列
に

見
る
こ
と
は
で
き
な
い
も

の
の
、
最
も
重
要
な
教
訓

は
、
結
局
、
自
国
は
自
国

で
守
る
意
思
と
能
力
が
最

も
重
要
だ
と
い
う
こ
と

だ
。
６
万
人
の
タ
リ
バ
ン

に
対
し
30
万
人
の
国
軍
は

対
処
で
き
る
「
能
力
」
は

あ
っ
た
は
ず
だ
。
し
か

し
、
戦
う
「
意
思
」
は
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

米
中
の
覇
権
争
い
が
顕

在
化
し
て
以
来
約
４
年
、

強
大
化
す
る
中
国
が
強
権

的
に
一
方
的
な
現
状
変
更

を
試
み
続
け
た
結
果
、
日

米
豪
印
（
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｄ
）
の

み
な
ら
ず
主
要
な
欧
州
諸

国
ま
で
が
対
中
警
戒
を
高

め
、
い
わ
ば
自
然
発
生
的

な
「
対
中
連
携
網
」
が
出

現
し
て
い
る
。
日
本
が
提

唱
し
た
「
自
由
で
開
か
れ

た
イ
ン
ド
太
平
洋
ア
ジ
ェ

ン
ダ
」
は
今
や
英
、
仏
、

独
ま
で
賛
同
し
、
彼
ら
自

身
の
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略

を
発
出
す
る
に
至
っ
て
い

る
。
英
国
空
母
ク
イ
ー
ン

・
エ
リ
ザ
ベ
ス
他
の
本
邦

寄
港
は
象
徴
的
で
あ
る
。

　

他
方
に
お
い
て
、
中
国

が
孤
立
し
て
い
る
わ
け
で

も
な
い
。
中
国
は
旧
ソ
連

と
異
な
り
経
済
・
技
術
大

国
で
あ
り
、
既
存
の
国
際

社
会
の
シ
ス
テ
ム
で
発
展

し
た
存
在
だ
。
日
本
に
と

っ
て
は
、
地
理
的
に
近
接

し
て
い
る
中
国
と
安
定
的

な
関
係
の
維
持
は
望
ま
し

い
も
の
の
、
中
国
の
安
全

保
障
上
の
懸
念
に
は
断
固

と
し
て
対
処
す
る
必
要
が

あ
る
。

　

中
国
の
安
全
保
障
上
の

懸
念
は
主
と
し
て
海
洋
と

経
済
安
保
（
特
に
技
術
覇

権
）
の
二
分
野
に
あ
る
。

日
米
首
脳
会
談
、
Ｇ
７
の

共
同
宣
言
等
に
お
い
て
初

め
て
言
及
さ
れ
た
こ
と
か

ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
台

湾
海
峡
が
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
浮
上
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
併
せ
て
、
半
導

体
等
の
機
微
技
術
に
つ
い

て
安
全
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
を
構
築
す
る
こ
と
、

途
上
国
に
対
す
る
イ
ン
フ

ラ
支
援
の
強
化
な
ど
の
経

済
安
保
も
強
調
さ
れ
た
。

現
在
カ
マ
ラ
・
ハ
リ
ス
副

大
統
領
が
東
南
ア
ジ
ア
歴

訪
中
だ
が
、
特
に
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
諸
国
は
重
要
で
あ

る
。

　

一
つ
は
っ
き
り
し
て
き

た
こ
と
は
、
米
中
の
覇
権

争
い
は
、
米
中
「
新
冷

戦
」
と
し
て
10
年
単
位
の

長
期
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
い
う

こ
と
だ
。
そ
し
て
、
習
近

平
国
家
主
席
と
い
う
毛
沢

東
を
崇
拝
す
る
特
異
な
指

導
者
の
フ
ァ
ク
タ
ー
も
念

頭
に
置
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
世
界
は
、
ゆ
っ
く
り

次
の
「
均
衡
点
」
を
探
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。
そ
の
「
均
衡
点
」
に

は
平
和
的
に
辿
り
着
か
ね

ば
な
ら
な
い
。
尖
閣
諸
島

は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
台
湾

は
与
那
国
島
か
ら
１
１
０

㌔
し
か
離
れ
て
お
ら
ず
、

台
湾
海
峡
の
平
和
と
安
定

も
日
本
に
と
っ
て
死
活
的

に
重
要
で
あ
る
。

　

日
本
の
平
和
と
繁
栄
を

守
り
抜
く
た
め
に
は
、
外

交
、
安
全
保
障
の
み
な
ら

ず
、
経
済
を
も
含
む
中
長

期
的
な
「
日
本
と
し
て

の
」
対
中
戦
略
の
策
定
が

必
要
だ
。
そ
し
て
最
も
必

要
な
こ
と
は
、
自
国
を
自

分
で
守
り
抜
く
意
思
と
能

力
を
備
え
る
こ
と
で
あ

「
は
じ
め
て
の
防
衛
白

書
」（
防
衛
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
）
は
、
若
年

層
だ
け
で
な
く
忙
し
い
大

人
が
読
む
の
に
も
適
し
て

い
る
。
ぜ
ひ
ご
一
読
い
た

だ
き
た
い
。

る
。
コ
ロ
ナ
で
露

呈
し
た
日
本
の
脆

弱
性
を
直
視
し
、

危
機
対
応
体
制
の

整
備
、
防
衛
力
の

強
化
、
技
術
力
の

回
復
、
人
材
投
資

な
ど
、
国
力
の
強

化
に
真
剣
に
取
り

組
む
べ
き
時
で
あ

る
。

　

日
本
を
取
り
巻

く
現
実
と
防
衛
の

重
要
性
を
知
る
上

で
、
今
般
、
私
の

提
案
で
実
現
し
た

大阪府医師政治連盟 検索

　大阪府医師政治連盟は、大阪府医師会員が相互に協力し、大
阪府医師会の目的および事業を達成するために必要な医政活動
を行うことを目的とした団体です。医師会が目指す医療政策の
実現と医業経営の安定を進めるためには、中央と地方で医政活
動を展開することが不可欠であり、政治団体としての大阪府医
師政治連盟が行う様々な政治活動が極めて重要です。
　郡市区医師連盟と連携し、地域医療の充実を図り、国民（府
民）が安心できる医療・介護提供体制の実現に向け活動してい
ます。
　詳しい情報や入会方法はホームページをご参照ください。

参
議
院
議
員

 

自
見　

は
な
こ野田義和・大阪府市長会長／東大阪市長とワクチン接種に関する

要望所を樽見英樹・厚生労働事務次官に提出（７月15日）　　　

参議院予算委員会で新型コロナ
対策を質問（８月５日）　　　


